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研究成果の概要（和文）：本研究では，クレッチュマーおよびケステンベルクの音楽教育改革を音楽的な「市
民」の育成という視点から再考し，その特質を検討した。その結果，クレッチュマーの改革では，ドイツの全国
民を音楽育成の対象としながらも，19世紀的な「教養」が有する特権意識が残っており，その視点から「市民」
の音楽育成の拡充を図っていたこと，ケステンベルクの改革では，音楽育成を受ける対象が全国民へと拡大され
る中で，階層などの属性によって異なっていた音楽的な理想像が，「ドイツ国民」という括りで統一されていっ
たことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study reconsiders the Kretzschmar Reform and Kestenberg Reform from the
 point of view of the musical cultivation of the “Buerger” and examines their respective 
characteristics.As a result of this study, the following conclusions were reached. While the 
Kretzschmar Reform took as its objective the musical cultivation of the German “Volk,” it at the 
same time carried a remnant of the elite emphasis on “Bildung” inherited from the 19th century. It
 was from this perspective that Kretzschmar conceived of the expansion of musical cultivation for 
the “Buerger”. Within the Kestenberg Reform, which aimed to expand the scope of music cultivation 
to the entire “Volk,” the musical ideals of different social classes would be unified under the 
banner of “the German Volk.”
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１．研究開始当初の背景 
ドイツにおける 19 世紀は，近代演奏会の

確立，交響楽団の創設，家庭音楽の普及など，
音楽を取り巻く状況が大きく変化した時期
である。その発展を担ったのは，当時台頭し
た「市民」であった。そのような「市民」は，
とりわけ歴史学や社会学，音楽社会学の分野
で注目されてきた。その研究成果を受け，本
研究では音楽文化を担う「市民」の音楽教育
を考察の視点とすることとした。 

19 世紀に音楽文化が上記のような発展を
みせる中，ドイツにおいて音楽教育改革の動
きが生じたのは 19 世紀後半である。その中
心となったのは，クレッチュマーの改革と，
それに引き続いて行われたケステンベルク
の改革であった。 
この 2 つの改革は，「学校音楽教育」と「社

会一般における音楽育成」という 2 つの側面
を有しており，先行研究では，「学校音楽教
育」および「学校外での音楽育成」とそれぞ
れの枠からその特徴が検討されてきた。しか
しこの 2 つの改革は，学校を起点として，学
校を卒業した後にも社会で音楽に関わる
人々の育成を目指した改革であるため，双方
を関連づけて考察しなければその特質を明
らかにすることはできないと考えた。 
以上より本研究では，「市民」の音楽教育

を考察の軸として，2 つの改革における「学
校音楽教育」と「学校外での音楽育成」の双
方を考察の射程入れ，その特質を再考した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，19 世紀後半から 20 世紀

初頭のドイツで行われたクレッチュマーと
ケステンベルクの改革を，「市民」の音楽教
育という視点から再考し，その特質を明らか
にすることである。そのために，以下の 3 点
を検討した。 
（1）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における音楽的な「市民像」 
（2）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校音楽教育」の特徴 
（3）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校外での音楽育成」の特徴 
 
３．研究の方法 
（１）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における音楽的な「市民像」 
ク レ ッ チ ュ マ ー の 著 書 Musikalische 

Zeitfragen（1903），ケステンベルクの著書
Musikerziehung und Musikpflege（1929）を中心
に検討した。その際，19 世紀のドイツの音楽
文化が，「教養」ある「市民」によって支え
られていたことに着目し，音楽的な「市民」
とは，元来，音楽的「教養」ある「市民」で
あったことを考察の視点として取り入れた。 
（２）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校音楽教育」の特徴 
（1）のような「市民」をどのように育成

しようとしたのかを視点とし，両改革で提示

された国民学校と中等学校のレールプラン，
およびそれに即して作成された教科書や指
導書を検討した。教科書や指導書は，ドイツ
の現地図書館での調査，および古書の調査を
通して収集した。それらを史料とすることで，
レールプランに示された教育目標や内容が
どのように達成されたのか，といった実態の
検討が可能となった。 
（３）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校外での音楽育成」の特徴 
ク レ ッ チ ュ マ ー の 著 書 Musikalische 

Zeitfragen（1903），ケステンベルクの著書
Musikerziehung und Musikpflege（1929）を中心
に，両者の学校外における音楽育成に関する
記述を整理した。 
 
４．研究成果 
（１）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における音楽的な「市民像」 

19 世紀ドイツの「教養」理念は，歴史学，
社会学，音楽社会学の分野で研究が進められ
ており，その特徴としては，自己研鑽を積み，
調和的な人格を形成すること，つまり人格陶
冶に関わるものであったことが指摘されて
いる。本研究では，このような「教養」理念
を「市民」の音楽育成を考察する視点として
取り入れた。 
 まず，クレッチュマーは教養ある「市民」
だけではなく，「民衆」を含めたドイツの全
国民が音楽の基礎的知識や技能を習得し，声
楽音楽を中心とした「奉仕する芸術としての
音楽」を愛好することを求めた。その一方で，
教養ある「市民」に対しては，ギリシア的な
エートス論に基づく音楽による人格陶冶の
機能を強調し，「民衆」よりも高いレベルで
音楽と関わることも要求した。 
次に，ケステンベルクはあらゆるドイツ国

民が一丸となって「ドイツ音楽」を愛好すべ
きであるとした。クレッチュマーも，一部の
「市民」だけではなく「民衆」も音楽文化を
担うべきであること，また「ドイツ音楽」を
愛好すべきであることを主張しているが，ケ
ステンベルクに至ってそれらは強化されて
いる。 
ケステンベルクによれば，従来の音楽育成

は「教育を受け，財産を有する一部の人々の
もの」，すなわち「教養市民」のものと考え
られていた。そのような状態から脱却し，音
楽芸術に国民全員が積極的に関与すべきで
あるとケステンベルクは主張した。 
また，古い巨匠の作品のみが国民の糧にな

るという考えは思いあがりであること，さら
に美的に先入観にとらわれていないサーク
ルの人々の方が，「教養ある人」よりも現代
作品に理解を示し，偏見なく向き合うことが
できることなども指摘されている。その際，
古典派音楽であれ，現代音楽であれ，愛好す
べき音楽はいずれも「ドイツ音楽」であるこ
とが前提とされている。つまり，ケステンベ
ルクが主張したのは，ドイツの全国民が古典



派音楽と並んで，ドイツの当時の現代音楽も
愛好するようになることであった。そこでは，
他国へのライバル意識に基づく「ドイツ音楽
の優位性」が強調されていることが，ケステ
ンベルクの著書から確認された。 

19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて，音
楽文化を担う対象は「市民」から「市民」を
含むドイツ国民全体へと拡大していった。そ
のため音楽育成の対象も，「市民」からドイ
ツ国民全体へと拡大された。クレッチュマー
の改革とケステンベルクの改革が行われた
時代は，まさに音楽育成の対象が拡大されて
いった時期にあたり，彼らの音楽教育理念に
このことは強く表れている。その中で貫かれ，
強化されていったのは「ドイツ音楽」を愛好
する心情を養うことであった。 

 
（２）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校音楽教育」の特徴 
両改革は，学校を音楽育成の起点としてい

る点で共通している。しかし，その育成方法
には相違がみられた。 
クレッチュマーの改革では，学校を卒業し

た後に自立して音楽に関わるための基礎力
として，「自ら楽譜を読んで歌う能力」の育
成が重視された。学校では，「自ら楽譜を読
んで歌う」ために，楽典と歌唱の技術が，歌
曲の歌唱と関連づけて指導されていた。教科
書や指導書では，具体的な指導法は記されて
おらず，学習内容である楽典と歌唱の技術，
歌曲の配列が重視されていた。それは，調性
やリズムといった楽典を基準として，歌曲を
配列するというものであった。 
ケステンベルクの改革では，国民学校およ

び中等学校において一貫して音楽授業が調
和のとれた人間形成に貢献することが目標
として示されていた。また，学校の授業を規
定するレールプランの中で，学校外での音楽
育成に関わる記述がみられることも特徴と
してあげられる。例えば，音楽授業が家庭で
の音楽活動に貢献することを目指し，父母会
の夕べ，親や兄弟，学校関係者による合唱や
合奏の企画をすること，さらに，合唱協会に
優れた後継者を輩出することなどが明記さ
れている。 
音楽授業の内容を検討すると，歌曲のメロ

ディーやリズム，ハーモニーの動きを自ら感
じ取り表現することが求められていた。正し
い音程とリズムで歌えることよりも，音程の
様々な緊張の度合いなど音楽の動きに対す
る感覚を養うことが重要とされた。音楽の動
きを自ら感じ取る練習としては，「創作」が
着目されており，それによって，音楽を内的
に体験することができるとされた。 
特に国民学校や中等学校の下級学年の教

科書や指導書では，教師の一方的な教授にな
らないよう，子どもの活動や子どもの発見を
重視する指導法が着目されていた。しかし，
中等学校では学年が上がるに従い，このよう
な授業から音楽史や形式学の知識の習得と

いった学習が増加している。音楽史，形式学
などの知識は，ドイツ民謡やドイツの芸術音
楽の価値を知ることと関連づけられていた。 
 
（３）クレッチュマーとケステンベルクの改
革における「学校外での音楽育成」の特徴 
まず，クレッチュマー自身が，①大学卒業

資格を得ていること，②大学での専攻が「教
養」概念で重視された文献学であったこと，
③大学教授として活動したこと，④「教養市
民」のたしなみであった「協会」の指導者で
あったこと，⑤「教養市民」の書物とされた
Grenzboten を執筆するサークルに関わってお
り，Grenzboten に記事を投稿していたことな
どから，いわゆる「教養市民」に該当するこ
とをおさえた上で，彼の著書を考察した。そ
の結果，クレッチュマーは，音楽的「教養」
ある「市民」に自己研鑽を促す場として「学
校外での音楽育成」を捉えていたと考えられ
る。具体的には，①「音楽協会」，「コンサー
ト協会」などの「協会」，②「歴史的コンサ
ート」や「国民楽派コンサート」，③プログ
ラム解説を通して，「市民」に音楽的「教養」
を養おうとした。「協会」での活動や「歴史
的コンサート」を愛好することは，19 世紀の
「教養」ある「市民」に望ましいとされてい
たものである。 
一方，ケステンベルクは，あらゆるドイツ

国民がドイツ音楽を愛好すべきであること
を強調した。ケステンベルクも，クレッチュ
マーと同様にコンサートやオペラの聴衆の
育成を重視している点は同様であるが，望ま
しいコンサートの形態やレパートリーには
相違がみられた。ケステンベルクは，従来の
オーケストラ団体や宮廷楽団，オペラハウス，
合唱協会などは優れており，ドイツの名声を
全世界に知らしめるものであったという見
解を示しながらも，それを受容してきた上層
階層と民衆の間には溝が生じていることを
課題と捉えた。そして，一般大衆や労働者と
いった新たな聴衆を集客するために，従来の
ようなオペラハウスやコンサートホールだ
けではなく，巡業オーケストラや巡業楽団な
ど，新しい形態での催しも必要であるとした。 
また，これまでベートーヴェンの音楽が

「市民」にもたらされ，ライプチヒではメン
デルスゾーンの指導によって「教養ある常
客」が成長していったが，それは「市民のサ
ークル」以上のものには成り得ず，全国民に
は行き渡らなかったとした。そのため，今後
はこれまでコンサートやオペラを聴くこと
が出来なかった階層に，簡単にオペラの精神
や形式の手ほどきをし，彼らを引き寄せるこ
とが必要であるとした。 
演奏されるレパートリーは，古典派やロマ

ン派だけではなく，新たな音楽作品も含むべ
きであるとされたが，着目すべきは，それら
はワーグナー，ブラームス，シェーンベルク
を含めたあらゆる「ドイツ音楽」と位置づけ
られていたことである。 



以上より，本研究の結果は次のように整理
できる。まずクレッチュマーは，ドイツの全
国民を音楽育成の対象にしながらも，19 世紀
的な「教養」が有する特権意識が残っており，
その視点から「市民」の音楽育成の拡充を図
っていた。学校では，音楽的基礎力を養うこ
と，すなわち「自ら楽譜を読んで歌う」力を
養うことを重視し，それをもとに，学校を卒
業した後にも自立して音楽活動をすること
につなげようとした。また，より高いレベル
での音楽との関わり方として，「音楽による
人間陶冶」も強調した。それらを通して，理
想的な音楽活動を自ら展開できるようにな
ることが望まれた。その理想とは，「教養」
理念と密接に関わっていた「協会」や「歴史
的コンサート」であった。 
一方，ケステンベルクの改革では，音楽育

成を受ける対象が，一部の「市民」から，彼
らを包括した全国民へと拡大される中で，階
層などの属性によって異なっていた音楽的
な理想像は，「ドイツ国民」という括りで統
一されていった。 
これまで，ケステンベルクの改革はクレッ

チュマーの改革を引き継ぎながら，青少年音
楽運動や改革教育学，ミューズ教育の影響を
受け，独自に改革を推進したと位置づけられ
てきた。しかし，2 つの改革における変化は，
音楽育成を受ける対象の拡大とともに，どの
ように音楽的であるべきかの理想像が，「ド
イツ国民」という概念のもとに統一されてい
ったこととも大いに関係していたといえる。 
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